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はじめに 

多孔質鋳鉄焼結板－ 「ラスク」－ は、そ の 制振性能、遮音性能及び吸音特性 1)、さらに そ の 取り扱い易さ

ゆえに 、床衝撃音の 遮断あるいは間仕切壁の 遮音向上などに 用いたり、また主として音楽愛好家に より

オ － ディオ システム の 性能向上あるいはリ スニ ング ル － ム の 音響改善などの ため に も用いられ、そ の 効

果が 確認されている。 2)  

この ような音響性能をもつ 「ラスク」を、2000 人以上の 収容能力をもつ ような大空間ホ－ ル に 設置した場合、

ホ－ ル の 音響特性あるいは聴感上どの ような影響が あるか を知るため の 予備的段階として、既存の 大ホ

－ ル 京都会館・第一ホ－ ル を利用して、「ラスク」の 有無に よる影響を調査した。 

 

1.京都会館第一ホール概要 

京都会館は、昭和３５年４月、京都市左京区岡崎公園の 一画に 建設された市立の 文化会館で、そ の 中に は

2400 人収容の 第一ホ－ ル 、1300 人収容の 第二ホ－ ル の ほか 、大小会 議室が ある。(設計：前川国男設計事

務所) 

  第一ホ－ ル は、設計当初、音楽専用ホ－ ル として計画されたが 、着工後当局の 方針変更に より、多目的ホ

－ ル に 変更された。そ の ため 、多目的ホ－ ル としては、フライタワ － の ない特殊な形状となっ ている。この 第一

ホ－ ル は、昭和３６年、４８年及び５３年に 音響改善工事が 実施されている。３） 

  図１に 第一ホ－ ル の 平面図、断面図を示す。 

天井及びバル コニ より上部の 側壁はラス下地、モル タル 塗プラスタ－ 、オ イル ペイント仕上で、バル コニ より下

部の 、後部側壁は６mm 厚ベニ ア（一部有孔ベニ ア、下地ロッ クウ － ル ２５mm 厚）である。前部側壁は柾カバ桜

練付９mm 厚難燃ベニ アで仕上げられた傾斜折壁となっ ている。また、ステ－ ジに は可動の 反射板が あり、ホ－

ル 全体の 平面形が 六角形に なるように セッ トされる。ステ－ ジ天井反射板は３枚組（可動）である。これらの 反

射板は、コンサ － ト開催時に 使用される。今回の 調査でも、これらの 反射板が コンサ － ト形式に セッ トされた。

なお、室容積は 20.600m3、室内表面積は 5.740 ㎡である。 

 



2.聴覚試験によるラスクの有無の差異 

2.1 ラスクの 設置場所及び設置方法 

幅 300mm、長さ 600mm、厚さ 10mm の ラスクボ－ ド、６枚をアル ミ枠に 取り付けたラスクパ － ティション

（P-6）（970W×1320H）が ２４台、同様に ラスクボ－ ド９枚で組まラスクパ － ティション（P-9）

（970W×1960H）が １０台使用された。 

Ｐ－ ６型は１階後壁、２階後壁に そ れぞ れ１２台、Ｐ－ ９型は２階後部通路側壁面に １０台設置された。両

方とも既存壁面との 間隔は３０mm 程度である。  

2.2 聴感試験の 方法 

まず、ラスクを設置した状態で、ステ－ ジ中央（Ｓ２）の スピ－ カ（YAMAHA）か ら音楽（３種）を再生し、被験

者に そ の  ”聴え方”を覚えるよう要請する。３０分後、ラスクを除去した状態で、同一の 音楽を聴か せ、聴

え方に 差異が あるか 否か 、差異が あればどの ような差異か をアンケ－ ト用紙に 記述させるという方法をと

っ た。図２に アンケ－ ト用紙を示す。 

試験音として用いた音楽は、英国ＢＲＳ作製の 無響室録音テ－ プの 一部で、プログ ラム の 内容は以下の

とおりである。 

 

①Mozart     ：KV №551   ：2’ 

②Gibbons    ：Royal Pavane  ：1'37" 

③Malcolm Arnold : Sinfonietta  : 2'06" 

被験者は、男性１５名で、音楽愛好家ばか りであっ た。 

2.3 聴感試験の 結果 

被験者１５名全員が 、ラスクの 有無に よる”聴え方” に 差異が あると答えた。アンケ－ ト用紙に 示された各

被験者の ”聴え方の 差異”に 関する記述か ら、ラスクの ない状態に 比べ て、ラスクの ある状態では、どの よ

うに 聴えるか を要約して、聴取位置別に 図１に 示す。 

今回の 聴感試験結果か ら、京都会館第一ホ－ ル に おけるラスク使用の 影響は、１階席、２階席とも主観

的に 、 

①とくに 低音域で残響が 少なくなる。 

②とくに 低音域で音量が 減少する。 

と要約される。 

 

3.残響特性へのラスクの有無の影響 

ラスク有無に より、残響時間に 影響が あるか 否か を確認するため 、以下に 示すように  残響時間を実測した。 

3.1 残響時間の 測定方法 

テ－ プに 録音された中心周波数 125～ 4000HZ の オ クタ－ ブバンドノイズをステ－ ジ中央（Ｓ２）に 設置したスピ

－ カか ら発生させ、客席６点(⑤、⑥、⑩、⑪、⑫、⑬)で騒音計（RION）に 受音し、テ－ プレコ－ ダ （SONY）で録

音する。 

そ の 録音テ－ プを用いてレベル レコ－ ダ （Ｂ＆Ｋ）に より、残響過程を記録し、残響時間を読み取るという通常

の 方法を用いた。測定回数は、各受音点で、125,250 HZ に 対しては各１０回、500～ 4000HZ に対しては各５回



とした。 

3.2 残響時間測定結果 

ラスクを設置した状態とラスクを除去した状態での 第一ホ－ ル の 残響時間測定結果の 平均値を標準偏差

とともに 図３に 示す。 

図か ら明らか なように 、実測値をみるか ぎり、ラスクの 有無に よる残響特性の 変化はみられない。 

これは、予想されたことではあるが 、室容積 20.600m3、室内表面積 5.740 ㎡に およぶ 大ホ－ ル に 対して、

設置したラスクの 総面積は４２㎡に すぎないため 、たとえ吸音力の 増減が あるとしても、計測できないため

である。 

 

4．短音応答に 対するラスク有無の 影響 

ステ－ ジか ら発せられた音が 受音点まで、どの ような時間経過を伝達されるか をみるため 、以下の ように 短音

応答波形を計測した。 

4.1 短音応答波形の 計測方法 

ステ－ ジ中央（Ｓ２）で、競技用ピストル の 爆発音を発生させ、受音点（⑤、⑩、⑫）でテ－ プに 録音、そ れ

をトランジェントレコ－ ダ （理研電子）でＡＤ－ ＤＡ変換して、Ｘ－ Ｙレコ－ ダ （横河）で記録するという簡便法

を用いた。 

4.2 短音応答波形の 計測結果 

同一受音点で計測したラスク設置時と除去時での 結果を図４(a)～ (c)に 示す。なお、サ ンプリ ング タイム は

すべ て５０μS で、全記録長で、およそ  200ms に 相当する。ピストル 音の 再現性は、厳密に は保証されな

いが 、同一条件下での ３回の 記録をみる限り、無限できるもの として、各条件でそ れぞ れ１記録の みを示

した。 

図か ら明らか なように 、ラスク有無に よる短音応答に 対する顕著な差異は認め られない。 

 

5．む すび 

既存の 大ホ－ ル を利用して、ラスク設置の 音響特性に 対する影響に つ いて調査を行っ た。当ホ－ ル の 現

状は次の とおりである。生音及び再生音は、１階客席中央部と２階客席正面が 比較的に 良い音で聞くこと

が できるが 、 500HZ 以下の 音圧分布に 顕著な乱れが 生じるため か 、そ の 領域では不明瞭な音となり、単

発音に 対してはエコ－ 現象が 現れ易くなる。今回の ラスク設置実験は、これらの 不明瞭な音を幾分か でも

取り除ける事を期待したもの である。 

昭和５７年３月に 天井反射笠の 吸音材ロッ クウ － ル を張替え、同時に 振動に よる落下防止の ため の 補強

工事を実施した。この 結果音響改善をすることが できたが 、今回の ラスクに よる音響実験はそ の 改善後で

あっ たため 、際立っ た効果は期待できないに しても、京響演奏会・吹奏楽・持ち込みＰＡ音響など、比較的

大音響の 場合、聴感上良く改善された。特に 、低音の 籠りが 無くなり、反射音もほとんど感じず、何となく

「スッ キリ 」した感じとなっ た。 

また、オ － ディオ 周波数が 重畳した複合音では、特に スッ キリ した感じに なっ たが 、これは低音が 良くなっ

たの で、低音と中高音との バランスが 良くなっ たの ではなか ろうか 。確か に 、今迄の 音響改善工事で物理



的な諸特性が 改善され、聴感上も良くなっ たが 更に 前記の 反射笠改修とラスク設置に よる音響改善は特

に 効果が あっ たと思われる。 

この ように 、聴感試験では、ラスク有無の 影響ははっ きり認め られたに もか か わらず今回の 物理測定に お

いては、そ れと対応する結果が 得られなか っ た。 

これは、測定に 利用したホ－ ル の 大きさに 対して、使用したラスクの 量が 少なか っ たため と思われる。 

また、ラスク設置場所も限られていたため 、聴感試験結果と物理量との 対応に つ いて考察することは困難

である。 

今後、この 種の 検討を行うに 際しては、もっ と単純な形状の 室で、ラスク設置条件の 変更可能な状態で、

行われる必要が あろうし、音質を評価するため の 心理的実験をも合わせて行う必要が あるの ではないか

と思われる。 
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